
 
 



【レース傾向】 
 
『血統』 
・父か母父が欧州型。 
・良馬場ならロベルト持ち。 
・良馬場なら短距離向きの欧州血統かヘイローのクロス 
※該当馬は「スパイス血統欄」に着色 
 
『キャリア』 
・１８００ｍか２２００ｍに連対実績アリ。 
・内回り２０００ｍの重賞実績馬。 
・中山１８００～２２００ｍに勝利実績アリ。 
 
『前走傾向』 
・前走が条件戦で１人気・先行して上り最速・１着 
・前走ダービーで６着以下に負けた馬 
・前走で差し追込み不発だった馬 
 
  



【予想コメント】 
 
◎１４番ソールオリエンス 
父：キタサンブラック（Ｔサンデー系） 
母父：モチベーター(欧サドラーズ系） 
祖母父：欧ブラッシンググルーム系 
 
母父モチベーターは中山向きで、それゆえにダービーでは 
絶対に要らない血統馬と評して２着に走られました。 
 
つまり、ダービー適性が極めて低い血統馬なのに 
あれだけの競馬が出来る希少な馬だという事でございましょう。 
 
余程の不利でもない限り、普通に勝つのでしょう。 
 
 
○６番シャザーン 
母が非根幹距離の女帝クイーンズリング。 
２２００ｍのＯＰＬスミレＳの勝ち馬で、 
非根幹距離のここは巻き返しがあって当然の血筋。 
 
  



★７番シルトホルン 
父のスクリーンヒーロー（ロベルト系）は 
秋開催（野芝開催）良馬場の当コースリーディングサイアー。 
↓↓↓ 
勝率３７.５％ 単回率１７５％ 
複勝率５０％ 複回率１６５％ 
 
前走のラジオ NIKKEI 賞では、今回上位人気の 
レーベンスティールを抑え込んでの２着。 
 
そのレーベンスティールは、牝系が１８００ｍに特化した一族で、 
父リアルスティール産駒も１８００ｍに特化した種牡馬。 
 
前走は展開の助けもあっての先着でしたが、 
この距離なら買うべきは、当然コチラでございます。 
 
 
注１５番グリューネグリーン 
父ラブリーデイはＧ１宝塚記念の勝ち馬で、 
半兄のヴェルデグリーンは中山２２００ｍ重賞を２勝。 
 
京都２歳Ｓ以降は凡走が続いておりますが、 
ひと夏を超えて別馬のような成長を見せており、 



初めての２２００ｍで大きな変わり身を見せてくれそうです。 
 
 
【馬券】 
EZ-WIN 推奨馬券 
馬連・３連複３頭ボックス ４・７・１４ 
 
くまもん馬券 
ワイド３頭ボックス ７・１４・１５ 
馬連流し 
１４－１・５・６・７・１５ 
３連複フォーメーション１８点 
１４－６・７・１５－印全頭 


